
プロジェクト名 : LAMP

プログラム名 : HardWired

00001

実際のリレーとタイマで配線するとこの様になります.

接点使用数：

RUN～1 Normal Open

T0 ～1 Complimentary

T1 ～1 Complimentary

T2 ～1 Normal Close

巷にはタイマの進行と,タイマの接点でランプを点燈させる回路を分けて配線する事がありますが,

下記の様にする方が接点の節約と配線工数の節約ができます.
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プロジェクト名 : LAMP

プログラム名 : Software
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  - [STAR_SW] で[RUN] をラッチ.

  - 運転立上り時に[SBN01]をコールし,タイマの設定値を代入.
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  - 起動中は,タイマがアップするまでランプを点燈.(どのランプかはZ1で修飾されています.)

  - タイマがアップすると,現時点で点燈しているランプを消灯.

  - 続いてタイマをリセットし,インデックスをインクリメントしてタイマ設定値を代入.
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 ∧ ∧

（^～^ ）♪

 ┏━━○━○━━━┓

 ┃Subroutine Area ┃

 ┗━━━━━━━━┛

00013 01 << Read Parameter
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プロジェクト名 : LAMP

プログラム名 : Software
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00017   .Z1に代入する値によって,どの色のランプから始めるかを定義
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